
 

６月 2４日（木）、２年生食品コース

11名が（株）「紫野和久傳」様の瀧村様、

関戸様、豊田様の 3名の先生方にお世話に

なり、「夏野菜と冷やしぶっかけそうめん」と「鶏

肉と茄子の治部煮」に挑戦しました。 

めんの茹で方、出汁の取り方、野菜の切り

方、味付けの方法など丁寧に教えていただき

ながら、３班で楽しく調理を行い、試食しまし

たが、ボリューム満点でした。 

この様子も 11 チャンネルで特別番組として

放映されました。 
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Top  News 

アグリサイエンス科課題研究発表会！！  

課題研究とは、農業に関する課題を見つけて、テーマを設定し、その課題

を解決するために様々な実験や調査を行うことで、専門的な知識と技術を身

に付ける科目です。 

アグリサイエンス科では生産コース・食品コースともに日頃の農業・食の

専門的な学習を通し、それぞれのコースに関連した課題を設定し、６班に分

かれて研究を行い、各班の 1年間の取り組みのまとめを２月８日（火）の課

題研究発表会で発表しました。研究でお世話になった方々や連携先にも zoom

で配信し、成果を御覧いただきました。 

ヒトデ・ウニ堆肥の効果について 
松の苗木の生産 

～未来に防災林を残すために～ 
海洋高校生が開発したヒトデ・ウニ堆肥

を活用し、トマト・ハクサイ栽培を通して、

作物の生育にどのような差がみられるか試

験しました。トマトは鉢栽培を行い、生育

調査や収量調査を行いました。 

また、ハクサイでは重量や品質比較のほ

か、先生方や家族にアンケート調査を実

施しました。 

美しい景観と、防災林としての役割をは

たしてきた海岸松林が松枯れ被害により

減少しています。この被害によってなくなっ

た海岸松林を復活させたい、という思いで

苗の研究をしました。研究１では、播種用

の土の違いによる発芽率の調査を、研究

２では、ポット育苗では途中で枯死が起こ

るため代わりの育苗容器の研究を行いまし

た。 



 

 
 

 

B級品の活用について 丹後緑風高校 

オリジナルスイーツの開発 

トマトに付加価値を付ける 

～醤油粕で最高のトマトを～ 
子供たちの好き嫌いをなくすために 

スイーツに挑戦 

丹後緑風高等学校が開校し 1期生と

して入学した私たちは、丹後緑風高校の

オリジナルスイーツを開発し、定期的な販

売を目指すことを目的にプロジェクトを開始

しました。京丹後市ブランド創造事業の一

環で、有名パティシエとの連携が実現し、ア

ドバイスをいただきながら、タルト、プリン、チ

ーズケーキ、クッキーの商品開発を行いまし

た。 

SDGs の一つである「飢餓をゼロに」をす

ため、食品ロスをなくす取組を推進するた

め、B級品を加工し商品開発をすることを

目的として加工品を試作する活動をしまし

た。 

地元の飲食店や農家を訪問して研究

を進め、二十世紀梨、サツマイモ、ブドウ、

摘果メロンなどの B級品の加工をしまし

た。 

最近いろいろなネーミングで販売されて

いるトマトについて栽培研究することにしま

した。その中で特に“甘さ”に付加価値をつ

けるため、醤油の絞り粕を肥料として使用

し栽培しました。結果としては、甘いトマト

が出来ましたが、安定した収穫量や果実

の大きさ、糖度などについては問題点が見

つかりました。 

小学生の野菜嫌いを無くすための活動

をしました。好き嫌いのアンケート調査と同

時に、野菜の加工の仕方、栄養値なども

調査をして試行錯誤しながらカップケーキの

試作品を完成させました。小学生に試食

していただき、概ねおいしいとの評価をいた

だきました。 

主体的に学びに向かう姿勢、論理的な思考力、伝わる表現力 


